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代入摘要に「前年（西暦）」や「○ヵ月前」などの項目を追加　他 8
件

トピック

取引入力
代入摘要に「前年（西暦）」や「○ヵ月前」などの項目を追加

仕訳伝票起票時に、仕訳伝票の消費税額の合計を確認したい

仕訳明細を入力する行の背景色を交互に色分けしたい

もとの仕訳伝票を複写して貸借を反転させ、一部の科目だけを変更して登録できるメニューを追加

会計帳票
現預金内訳表で、勘定科目ごとに空白行を挿入したい

合計残高試算表や科目別推移表などで補助科目を出力する場合に、勘定科目と区別しやすいようにインデントを付けたい

帳票に出力するマスターの並び順を自由に変更したい

内訳書／概況書
内訳書の 0 円明細出力機能を追加

内訳書ごとに「記載内容の簡素化」機能を追加

代入摘要に「前年（西暦）」や「○ヵ月前」などの項目を追加

仕訳伝票の摘要で使用する代入項目（代入摘要）に、「前年（西暦）」や「○ヵ月前」など、使用頻度の高い項目を追加しまし
た。
また、伝票日付の書式（半角／全角、前に 0 を付けるか）も設定できるようになりました。
代入摘要の詳細は、目的から探す「代入摘要を活用する」をご参照ください。

追加した代入項目は、以下のとおりです。

ヘッダー情報

項目種別 代入項目

年 前年(西暦)　前年(和暦)　翌年(西暦)　翌年(和暦)

月
3ヵ月前　4ヵ月前　5ヵ月前　6ヵ月前　7ヵ月前　8ヵ月前　9ヵ月前　10ヵ月前　11ヵ月前
翌々月
3ヵ月後　4ヵ月後　5ヵ月後　6ヵ月後　7ヵ月後　8ヵ月後　9ヵ月後　10ヵ月後　11ヵ月後 

ヘルプセンター

キーワードで検索できます

取引入力

https://support.obc.jp/hc/ja
https://support.obc.jp/hc/ja/categories/900000161466-%E5%8B%98%E5%AE%9A%E5%A5%89%E8%A1%8C%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%A6%E3%83%89-%E5%80%8B%E5%88%A5%E5%8E%9F%E4%BE%A1%E7%AE%A1%E7%90%86%E7%B7%A8
https://support.obc.jp/hc/ja/sections/900000370546-%E3%83%AA%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%88
https://www.printfriendly.com/
https://www.printfriendly.com/
https://support.obc.jp/hc/ja/articles/900004215946
https://support.obc.jp/hc/ja


日  

年月 年月(翌々月)

年月日  

明細情報

項目種別 代入項目

借方明細情報 借方取引先コード

貸方明細情報 貸方取引先コード

対応メニュー

摘要を入力できるすべてのメニュー

仕訳伝票起票時に、仕訳伝票の消費税額の合計を確認したい

仕訳伝票起票時に、仕訳伝票の消費税額の合計を確認できるようになりました。
請求書ごとに仕訳伝票を起票する際に、請求書の消費税額と突合できます。
［仕訳伝票入力］画面で［F3：設定］を押し、［表示］ページの消費税額の合計で「表示する」を選択すると、表示できます。

仕訳伝票入力

仕訳帳

対応メニュー

仕訳伝票を起票するすべてのメニュー
［財務会計 - 取引入力 - 仕訳伝票承認］メニュー
［財務会計 - 会計帳票 - 仕訳帳］メニュー

仕訳明細を入力する行の背景色を交互に色分けしたい



複数の仕訳明細を入力する際に見やすいよう、行の背景色を交互に色分けするようにしました。

交互に色分けするかは、［仕訳伝票入力］画面で［F3：設定］を押し、［表示］ページの行の背景色で設定できます。

対応メニュー

仕訳伝票を起票するすべてのメニュー
［財務会計 - 会計帳票 - 仕訳帳］メニュー

もとの仕訳伝票を複写して貸借を反転させ、一部の科目だけを変更して登録できるメニューを追加

仕訳帳や元帳から［仕訳伝票入力］画面にジャンプせずに、その場で仕訳伝票を修正する場合も、もとの仕訳伝票の貸借を反転さ
せて、新しい仕訳伝票として複写できるようになりました。

［F8：反対仕訳］を押した際に、以下のどちらかの処理方法を選択できます。

もとの仕訳伝票を取り消して反対仕訳とする（従来の処理）

新しい仕訳伝票として複写する

処理方法は、［仕訳伝票入力 - 設定］画面の［運用］ページでも設定できます。

対応メニュー

［財務会計 - 取引入力 - 仕訳伝票承認］メニュー
［財務会計 - 取引入力 - 取引明細リスト］メニュー
［財務会計 - 取引入力 - 証憑リスト］メニュー
［財務会計 - 会計帳票 - 仕訳帳］メニュー
［財務会計 - 会計帳票 - 元帳 - 元帳］メニュー
［財務会計 - 会計帳票 - 資金繰り - 資金繰り明細表］メニュー
［財務会計 - 消費税帳票 - 消費税区分明細表］メニュー
［財務会計 - 消費税帳票 - 消費税手入力確認リスト］メニュー
［原価管理 - 原価帳票 - プロジェクト台帳 - プロジェクト台帳］メニュー
［決算処理 - IFRS組替 - 仕訳帳[IFRS]］メニュー（『奉行V ERPクラウド』をご利用の場合）

現預金内訳表で、勘定科目ごとに空白行を挿入したい

勘定科目ごとに空白行を挿入できるようになりました。
画面と印刷の場合は、［条件設定］画面の［基本］ページで「勘定科目ごとに空白行を出力する」にチェックを付けます。
転送の場合は、［データ作成条件設定］画面の［基本］ページで「空白行」にチェックを付けます。

会計帳票



また、補助科目が登録されている場合は、勘定科目の文字を緑色で画面表示するようにしました。

対応メニュー

［財務会計 ‐ 会計帳票 ‐ 勘定科目内訳表 ‐ 現預金内訳表］メニュー

合計残高試算表や科目別推移表などで補助科目を出力する場合に、勘定科目と区別しやすいようにインデン

トを付けたい

合計残高試算表や科目別推移表などで補助科目を出力する場合に、補助科目名にインデントが付くようになりました。
画面と印刷の場合は、必ずインデントが付きます。
転送の場合は、［データ作成条件設定］画面の［基本］ページで「補助科目のインデント」にチェックを付けます。

また、補助科目を出力する場合は、勘定科目ごとに空白行を挿入できるようになりました。
画面と印刷の場合は、［条件設定］画面の［基本］ページで「勘定科目ごとに空白行を出力する」にチェックを付けます。



転送の場合は、［データ作成条件設定］画面の［基本］ページで「空白行」にチェックを付けます。

対応メニュー

［財務会計 ‐ 会計帳票 ‐ 合計残高試算表 ‐ 合計残高試算表］メニュー
［財務会計 ‐ 会計帳票 ‐ 勘定科目内訳表 ‐ 現預金内訳表］メニュー
［財務会計 ‐ 会計帳票 ‐ 集計表 ‐ 部門集計表］メニュー
［財務会計 ‐ 会計帳票 ‐ 集計表 ‐ セグメント１集計表］メニュー（『奉行V ERPクラウド』をご利用の場合）
［財務会計 ‐ 会計帳票 ‐ 集計表 ‐ セグメント２集計表］メニュー（『奉行V ERPクラウド』をご利用の場合）
［財務会計 ‐ 会計帳票 ‐ 集計表 ‐ 取引先集計表］メニュー
［財務会計 ‐ 会計帳票 ‐ 集計表 ‐ プロジェクト集計表］メニュー
［財務会計 ‐ 会計帳票 ‐ 集計表 ‐ 摘要集計表］メニュー
［財務会計 ‐ 会計帳票 ‐ 推移表］メニュー（集計対象が「科目」の場合）
［財務会計 ‐ 会計帳票 ‐ 対比表］メニュー（集計対象が「科目」の場合）
［財務会計 ‐ 予算管理 ‐ 予算実績集計表］メニュー
［財務会計 ‐ 予算管理 ‐ 予算実績対比表］メニュー（集計対象が「科目」の場合）
［決算処理 - IFRS組替 - 合計残高試算表[IFRS]］メニュー（『奉行V ERPクラウド』をご利用の場合）

帳票に出力するマスターの並び順を自由に変更したい

［条件設定］画面で指定したマスターの並び順を、自由に変更できるようになりました。

対応メニュー

［条件設定］画面でマスターを指定できるすべての帳票メニュー

メインメニュー左側の「サービス選択」に「申告奉行[内訳書／概況書編]」が表示されている場合は、以下もあわせてご参照くだ
さい。

内訳書／概況書



内訳書の 0 円明細出力機能を追加

勘定科目内訳明細書において、金額が 0 円の明細を出力できるようになりました。

対応メニュー

［法人情報 - 申告情報 - 内訳書出力設定］メニュー
［内訳書／概況書 - 内訳書］メニュー内の各［内訳書］メニュー
［電子申告 - 電子申告データ作成 - 内訳書／概況書データ作成］メニュー
［帳票印刷 - 連続印刷 - 連続印刷］メニュー

内訳書ごとに「記載内容の簡素化」機能を追加

勘定科目内訳明細書ごとに、「記載内容の簡素化（記載省略基準の柔軟化）」の設定ができるようになりました。

対応メニュー

［法人情報 - 申告情報 - 内訳書出力設定］メニュー

 

内容については、変更または次回以降へ延期する場合があります。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


